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かのんだより 
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９月号 

引き取り訓練   
９月１日（金）１６時に警戒宣言が発令されたと仮定して行います。 

保育園では、火事や地震が起きた事を想定して、毎月子ども達と避

難訓練を行なっています。今回の引き取り訓練は、万が一大きな災害

が起きた時、どのように安全に子ども達を引き渡すのか、お迎えの方

法や引き渡しの方法を、保育園としてはもちろんですが、ご家庭でも

考える機会にしていただきたいと位置付け、毎年行っている訓練で

す。災害だけでなく、最近では北朝鮮によるミサイルの不安も大きく

なってきました。有事に備えても大切な訓練ですので、お仕事の都合

をつけ、参加してくださるようにお願いいたします。また、子ども達

と一緒に、こんな時はどうしようかとお話しをするいい機会にもなり

ますので、子どもを交えて話し合いをしてみて下さい。 

当日は１６時に職場を出てお迎えにむかって下さい。必ずしも父母

のお迎えでなくてもかまいませんが、非常事態下でもお迎えに来てく

れる関係性の方をお願いします。その場合は、16 時時点で（例えば

祖父母に）お迎えの要請（手配）をする、という訓練になります。こ

の点についてもご家庭で話し合い、非常事態にお備えください。 

朝の受入の際に【お迎えの予定の時間】と【お迎えにくる人】をお

知らせ下さい。乳児は連絡帳にもお書き下さい。 

なお、【お迎えに来る人】は緊急連絡票登録者に限ります。これは

非常事態・有事の際も同様です。もちろん普段は 保護者の方から「登

録していない人がお迎えに来る」と連絡があった場合は、照合・確認

手続きを条件にお受けしていますが、非常事態下では電話等の不通に

よりその連絡自体ができなくなる可能性があります。非常事態時にお

迎え可能性が少しでもある方は、緊急連絡票への登録をお願いしま

す。今回の機会にもう一度、追加登録が必要かどうかをご確認くださ

い（現在誰が登録されているかを確認されたい方は、事務室までお声

掛けください。電話での確認もお受けします）。 

９月１日当日が無理な場合でも、別日に個別で行うことをお願いし

ております。お仕事をしている中、調整することが容易でないことは

承知しておりますので、どうしても無理な場合は強制はしませんが、

趣旨をご理解いただき、なるべくご参加下さるようお願い致します。 

 

９月の予定 

1 金 引き取り訓練 

2 土  

3 日  

4 月  

5 火 EE 

6 水 音楽 

7 木  

8 金  

9 土 大掃除（職員） 

10 日  

11 月 YY 

12 火  

13 水 音楽・運動・茶道 

14 木  

15 金 
敬老会（にじ組以上） 

お弁当の日（にじ組以上） 

16 土  

17 日  

18 月 敬老の日 

19 火 EE 

20 水 音楽 

21 木 ９月生誕生会 

22 金  

23 土 秋分の日 

24 日  

25 月  

26 火 EE 

27 水 音楽・運動・茶道 

28 木  

29 金 YY 

30 土  

31   

 木 土 

 金 日 

 土  

 日  

 月  

 火  

 水  

１０月の主な予定              

１４日 運動会 

１９日 10月生誕生会 

２６日 お弁当の日 

みかん狩り遠足 

（うみ・たいよう組） 

その他 避難訓練・身体測定 

 

 

夏の特別保育・家庭保育（お休みや早お迎えなど）のご協力ありが

とうございました。普段は保育に追われてしまう毎日ですが、出席人

数が少ない日には敬老会・運動会・クリスマス会などの大きな行事に

向けてアイディアを練ったり、準備を進めたりしています（職員も夏休み

をいただくことができました。ありがとうございます）。お仕事やご家庭の事情も

様々おありだったかとは思いますが、ご協力していただいたことに感

謝申し上げます。 

 いよいよ実りの秋に突入です。作物だけでなく育ち盛りの乳幼児期の子

どもたちにとっても実りの秋です。特に幼児クラスでは、集団の中での自

分を感じ気持ちをコントロールする力が育つ時期です。 

「敬老会」に始まる「みんなで協力して行う」行事、運動会やクリスマス

会への取り組みなどで子どもたちの心がグーンと育っていく秋から冬で

す。楽しみですね。 

夏の疲れは暑さがひと段落した頃に出てくるとも言われます。体調の変

化には十分留意しながらご一緒に見守って参りましょう。 

 



     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は芋掘り遠足ではなく、ミカン狩り遠足を検討しています  １０月２６日（木） 

 例年 10月は、うみ組・たいよう組で西柴シーサイドファームへ芋掘り遠足に行っておりましたが、先

方より「今年はサツマイモが不作で芋掘りができない」との連絡がありました。代替案として、ミカン狩

り遠足に変更するよう準備を進めています（場所は同じく西柴シーサイドファームです）。追って１０月

に別紙おたよりでお知らせいたします。 
 
正門門扉改修工事が終了しました 

工事期間中、足元が不安定な中でのご送迎になってしまったことをお詫び致します。 

門扉改修費用の一部は、赤い羽根共同募金からの受配を予定しています。かのん保育園では今年も年末

頃に募金箱を設置しますので、ご協力いただける方は是非お願いいたします。 

また、正門門扉と同時にバギー置き場も併設いたしました。これに伴い、駐車場脇のバギー置き場は使

用不可とさせていただきますので、ご注意ください。 

バギー置き場は、駐輪場がいっぱいの場合は「自転車も駐輪可」としますのでご利用ください。 

駐輪は送迎時のみご利用ください。なお、子ども用の自転車やストライダー等は置いていけません。 
 
※扉の開閉は、必ず大人（保護者）が行ってください。 

時々、子どもが足を掛け、よじ登って扉を開けようとする姿が見られます。前回の門扉もそうでした

が、このままではすぐにまた壊れてしまいますし、何より外に飛び出す子どもが大変危険で心配で

す。気になるのは、保護者の方が注意しない・やめさせようとしないことです。園内であっても、保

護者が一緒にいるときは保護者が責任をもって子どもを見てください（特に弟妹がいるご家庭、大変

だとは思いますが、上の子を放任しないで下さい）。 

同じように、〝廊下を走る（お迎えが一緒になったお友だちと追いかけっこをする）〟〝下駄箱を乱

暴に開け閉めする〟〝大声を出す〟という場面もよく見られますのでご注意下さい。 

  もう一つ、駐車場で車内に子どもだけ乗せて待たせているのを見かけますが、これもおやめ下さい。 
 
かのん祭り売上のご報告  売上総額は 214,00０円でした。ありがとうございました。 

  内訳 かのん焼きそば：146個 43,800円、トルティーヤ：66個 19,800 円、 
かのんフライ：120 個 24,000円（完売）、かのんパリパリ：57個 5,700 円、 
ロールケーキ：62 個 18,600 円、アップルパイ：60 個 18,000円（完売） 
たいよう喫茶：102 個 20,400 円、生ビール：70 杯 28,000円、 
飲み物：104個 10,400 円、かき氷：170個 17,000円、綿菓子：83個 8,300円 

 
敬 老 会   ９月１５日（金） 
今月は、既に配布おたよりでお知らせしていますが、１５日に「敬老会」を行います。おじいちゃま、

おばあちゃまをご招待して、様々な出し物を子ども達と一緒に考えています。園児達は喜んでいただける

かドキドキしながら、一生懸命練習をして当日を楽しみにしているようです。子どもたちの出し物の他、

Blue Roseさんによるフルート・ピアノ・カホン等のアンサンブルコンサートもあります。心温まる音

色に癒されるひと時をお過ごしください。 

敬老会の申込みの締切は 8/31 ですが、お休みをなさっていたなどのご事情もおありかと思いますの

で、まだ申し込みをされていない方は事務室にお申し出ください。ご招待はにじ組（２歳児クラス）以上

のご祖父母の方です。 

 

 

 

 

阪神神戸大震災の経験を通して 松本優子（かのん保育園 元職員） 

 201１年に起きた東日本大震災は私に阪神淡路大震災を思い出させ、災害時の備えについて再確認す

る機会を与えてくれました。２２年前の冬に実家が半壊した時、子どもたちは 4歳と生後 20 日でし

た。着の身着のまま避難するには、寒さを凌ぐための上着、散乱するガラスから足を保護するための履

物、哺乳瓶やオムツは必需品でした（子どものものは特に困りました）。震災後はリュックに必要なも

のを詰めて、寝る時は枕元に置き、すぐに持ち出せるようにしていました。ところが月日が流れ、記憶

も切迫感もだんだん薄れてくると、それらの置き場は枕元から押入れの奥へ奥へと移動し、中身の見直

しも季節ごとから１年に 1 度へ、気付いたらこの前いつ見たかしらという有様に。物が散乱した家の中

で必要なものをすぐに持ち出せる大切さは身にしみてわかっていたはずなのに・・。子どもが小さい頃

は、用意してある衣類やオムツ、履物はすぐにサイズが合わなくなってしまいます。また季節によって

必要な物も違い、自分だけで子どもを連れて避難する事態になった場合、その時に持てるだけの荷物を

選別している余裕はありません。 

私は防災の日を前に、もう一度災害グッズの中身の見直しと置き場所の確認、家族が別々に被災した

場合の集合場所を確認しようと思います。            

 


